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東
総
の
霊
場

堀
川
を
歩
く

　
「
お
遍へ

ん

路ろ

さ
ん
」
と
よ
ば

れ
白は

く

衣え

に
輪わ

袈げ

裟さ

、
菅す

げ

傘が
さ

姿

の
巡
礼
者
が
春
の
風
物
詩
と

し
て
報
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
夏
、
堀
川
西
区
吉
祥

院
調
査
の
際
に
目
に
し
た

「
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
」

の
掛
け
軸
か
ら
「
東
総
の
霊

場
」
の
新
た
な
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
弘
法
大
師
像
を
中
心
に

第
一
番
の
野
中
村
（
現
在
は

旭
市
）
長
禅
寺
か
ら
第
八
十

八
番
の
大
台
村
（
現
在
は
芝

山
町
）
真
福
寺
を
結け

ち

願が
ん

寺
と

す
る
各
霊
場
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
地
域
で
「
お
大
師
ま
い

り
」
と
呼
ば
れ
る
巡
礼
は
、

１
７
８
５
年
に
一
番
霊
場
長

禅
寺
住
職
が
下
総
国
の
香

取
・
海
上
・
匝
瑳
の
３
郡
と

上
総
国
山
武
郡
を
四
国
に
な

ぞ
ら
え
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ

ま
す
。

　

こ
こ
に
書
か
れ
た
八
十
八

の
霊
場
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
、

現
在
の
匝
瑳
市
域
で
は
40
の

寺
社
が
霊
場
と
さ
れ
、
特
に

西
小
笹
村
で
は
２
社
２
カ
寺

が
載
り
、八
十
四
番
の
大
浦
・

蓮
華
寺
に
は
「
四
国
八
十
八

ケ
所
八
十
四
番
」
と
刻
ま
れ

た
門
柱
が
東
総
地
域
の
霊
場

巡
り
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る

１
７
８
５
年
に
立
て
ら
れ
た

こ
と
も
興
味
深
い
こ
と
で

す
。
ま
た
、
貝
塚
・
宝
光
寺

に
も
「
新
四
国
七
十
三
番
霊

場
」（
１
８
６
８
年
造
立
）
の

門
柱
が
あ
り
ま
す
。

　

吉
祥
院
の
掛
け
軸
は
１
８

５
２
（
嘉
永
５
）
年
11
月
に

堀
川
村
の
江
波
戸
與
右
衛
門
、

大
木
久
右
衛
門
と
年
寄
中
が

発
起
人
と
な
り
、
主
に
同
村

の
人
た
ち
の
寄
付
で
完
成
し

ま
し
た
。
軸
の
下
部
に
は
第

一
番
か
ら
八
十
八
番
ま
で
各

霊
場
ご
と
に
関
係
し
た
同
村

と
近
隣
村
の
人
た
ち
の
苗
字

と
名
前
が
書
か
れ
、
吉
祥
院

は
３
カ
所
、
女
性
の
講
「
女

人
中
」
が
４
カ
所
分
を
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
掛
け
軸
か
ら
は
１
７

８
５
年
か
ら
始
め
ら
れ
た

「
東
総
３
郡
」
を
主
な
霊
場

と
す
る
「
新
四
国
八
十
八
箇

所
霊
場
」
巡
り
が
数
十
年
後

に
は
、
堀
川
西
の
吉
祥
院
で

も
一
幅
に
ま
と
め
ら
れ
る
ほ

ど
に
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　

東
総
地
域
の
お
大
師
参
り

は
、
明
治
中
ご
ろ
か
ら
霊
場

が
再
編
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
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吉祥院の掛け軸

　

先
月
22
日
に
野
球

の
国
際
大
会
、
Ｗ
Ｂ

Ｃ
で
は
、
日
本
と
ア

メ
リ
カ
の
決
勝
が
行

わ
れ
、
日
本
が
３
対

２
で
勝
利
し
、
３
大

会
ぶ
り
に
世
界
一
奪

還
を
果
た
し
ま
し
た
。

手
に
汗
握
る
熱
戦
や

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
活
躍

は
市
民
の
多
く
の
方

が
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に

魅
了
さ
れ
感
動
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？　

私
も
熱
い

思
い
を
胸
に
立
ち
向

か
う
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
同
日
に
３
月
定
例
議
会
が
閉
会

し
、
令
和
５
年
度
匝
瑳
市
一
般
会
計
予
算

を
含
む
議
案
20
件
す
べ
て
ご
可
決
・
ご
同

意
を
賜
り
、
議
会
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
私
が
初
め
て
編
成
し
た
本
格
予
算
で

あ
り
、
第
二
次
匝
瑳
市
総
合
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
６
つ
の
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
と
７
つ
の
重
点
施
策
へ
重
点

的
に
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
少
子
化
対

策
と
子
育
て
環
境
の
充
実
に
、
病
児
・
病

後
児
保
育
事
業
の
実
施
や
地
域
少
子
化
対

策
重
点
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
結
婚
新

生
活
応
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
な
ど
の
外
出
支
援
と
し

て
、
４
月
１
日
よ
り
デ
マ
ン
ド
型
交
通

と
併
せ
て
市
内
循
環
バ
ス
の
再
編
と
引

き
続
き
地
域
交
通
利
用
料
助
成
事
業
を

行
い
、
地
域
公
共
交
通
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

こ
の
他
、
地
域
経
済
対
策
や
雇
用
対
策

と
し
て
、
産
業
振
興
課
を
農
林
水
産
課
と

商
工
観
光
課
に
再
編
し
、
事
業
を
効
果
的

に
進
め
る
体
制
整
備
を
図
り
、
本
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
林

水
産
課
内
に
農
業
戦
略
室
を
設
置
し
、
市

独
自
の
施
策
を
推
進
す
る
他
、
商
工
観
光

課
内
に
は
企
業
立
地
推
進
室
を
設
置
し
、

銚
子
連
絡
道
路
市
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
へ
の
産
業
用
地
の
整
備
と
新
た
な
企

業
誘
致
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
有
す
る
豊
か
な
自
然

と
共
生
す
る
た
め
、
第
二
次
匝
瑳
市
環
境

基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
や
団
体
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
、
脱

炭
素
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
国
保
匝
瑳
市
民
病
院
の
移
転

を
含
め
た
八
日
市
場
駅
南
側
の
周
辺
環
境

の
整
備
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
検

討
を
す
る
た
め
、
立
地
適
正
化
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
移
住
支
援
や
防
災
、
教
育

な
ど
、
各
分
野
に
わ
た
る
新
規
事
業
を
盛

り
込
み
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
さ
せ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き
し
な
が

ら
市
政
運
営
に
全
力
で
あ
た
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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